
平成２６年度事業報告書 
 

平成２６年４月１日から２７年３月３１日まで 
特定非営利活動法人 なおみの会 

１ 事業の成果 
就労支援関係では利用者が設備の充実した多様なB型及びA型事業所や生活訓練などの事

業所に移動する。昨年度より、更に利用者減で 26年度末の利用者は 36名である。そのよう
な状況の中で症状の安定しない人などに対して、当会では手厚くより一層就労、あるいは生

活支援を重要視して取り組んだ。一方、障がい者の生活・暮らし方全体を支援する「地域活

動支援センター」「指定特定相談支援事業」「共同生活援助事業」は充実・強化する事ができ

た。また、特に啓発・広報等の事業では「認定」NPO 法人の取得に向けてのイベント等で
飛躍的な運動の展開が実現できた。 
 

２ 事業の実施に関する事項 
(1) 特定非営利活動に係る事業 

事業名 
(定款に記載
した事業) 

具体的な事業内容 

(A) 当該事業の 
実施日時 

(B) 当該事業の 
実施場所 

(C) 従事者の人数 

(D) 受益対象
者の範囲 

(E) 人数 

活動計算書

の事業費の

金額  
(単位:千円) 

自立生活 
支援に関す
る事業 

    

障害者の 
社会復帰を

支援する 
施設の運営
事業 

    

障害者の 
社会活動と
就労の支援
事業 

    

障害者に 
関する啓蒙

広報等の事

業 

① 研修会（家族教室、交

流会、「認定」NPO法
人取得支援イベント

等）の開催 

(A) 家族教室    
月 1回 
８月休会 

(B) 直方市中央公民
館 他 

(C) 11名 
 

(D) 家族、一
般市民 

(E) 各会25名
程度 

（2月 250
名加算） 

６５０ 
 
 
 
 

 

② 機関誌（会報）啓蒙啓

発文等による広報事

業 

(A) 年 12回発行 
(B) 家族、行政、医

療機関等 
(C) 11名 

(D) 家族、一般
市民、行政、

医療機関等 
(E) 各号 

500部 
 

１５０ 
 
 



障害者総合

支援法に基

づく指定障

害福祉サー

ビス事業 
 
 
 
 
 

① 就労継続支援事業 
 

(A) 通年 
(B) 作業所他 
(C) 常勤 6名 

非常勤 3名 

(D) 作業所利
用者 

(E) 実利用者
56名 

４２，４８６ 

② 各種イベント時の販

売活動 
 

(A) 2市 2町及び各
社協などのイベ

ント開催日 
(B) 各イベント会場 
(C) 支援員、家族、 

当事者、ボラン

ティア 

(D) 作業所利
用者 

(E) 実利用者
50名 

 

 

７００ 
 
 

 

 

 

③ 障害者の社会活動や

就労支援 
 

(A) 通年 
(B) 鞍手直方地域の

各企業 
(C) 9名 

(D) 作業所利
用者 

(E) 10名 
 

７００ 
 
 
 

④ 企業への障害者短時

間及びグループ就労

支援 

(A) 通年 
(B) 直方市 
(C) 3名 

(D) 作業所利
用者 

(E) 15名 

７００ 
 
 

⑤ 障害者の雇用先の開

拓の為就労支援機関

等と連絡調整を行う 

(A) 随時 
(B) 直方鞍手地域周

辺 
(C) 4名 

(D) 作業所利
用者 

(E) 10名 

４００ 

⑥ 家族から独立した暮

らし方の支援 
（地域生活援助事業） 

(A) 通年 
(B) 事業所 
(C) 常勤 1人 
  非常勤 3人 

(D) 障害者 
(E) 5名 

４，８１９ 

⑦ 生活・暮らし方全般の

相談支援 
（指定特定相談支援事業） 

(A) 通年 
(B) 事業所 

各関係機関他 
(C) 常勤 1名 

(D) 障害者 
(E) 10名 

２９ 

障害者総合

支援法に基

づく地域活

動支援セン

ター事業 

① 障がい者の日中活動
支援（生活相談・創作

活動・生産活動・地域

との交流） 

(A) 通年 
(B) 事業所 
(C) 常勤 2名 

非常勤 2名 

(D) 障がい者
及び家族 

(E) 99名 
 

７，３２５ 

② 作業所利用者の家族
に対する相談 

(A) 通年 
(B) 事業所 
(C) 常勤 2人 
非常勤 2人 

(D) 作業所利
用者及び

家族 
(E) 90名 

６００ 
 
 
 

 


